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歯形成後に象牙質が露出した場合、象牙細管は開

口するため、この時点で即時に象牙細管を封鎖す

ることで、不快症状を予防することが重要である。

この１ステップを行うことで、プロビジョナル装

着期間中、術後においても疼痛をコントロールす

ることができる。



支台歯形成後にスーパーシール５秒をこすり塗り。
穏やかに３秒間エアーブロー。

スーパーシール５秒を塗布した症例

スーパーシール５秒を混和皿に滴下。

セラミックインレー修復前にスーパーシール５秒を
こすり塗り。
穏やかに３秒間エアーブロー。

本文献は、Ｍリポ新聞　第56号（2019年1月）および　第58号（2020年5月）に掲載されましたものを再構成いたしました。

晶は、象牙細管内5～12ミクロンの深さに沈着する

ため、直接修復の場合は、次に適用する接着修復材

料（樹脂含浸層）の阻害因子 ２）とならずに適用す

ることができ、間接修復の場合は、印象採得を行

う場合に印象材が粘着せず、仮封あるいは合着を

阻害せずに、従来のセメントと併用可能である。

いことである。現在の補綴修復歯科治療は、接着の






